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＊病院での実務経験を有する教員が、その経験を活かして講義する
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参考文献

写真でわかる臨床看護技術アドバンス①、②（インターメディカ）

写真でわかる基礎看護技術アドバンス（インターメディカ）

診察・検査・処置における技術

注射法①　基礎知識

注射法②　皮下注射

注射法③　筋肉注射

注射法④　静脈内注射

注射法⑤　静脈内注射

注射法⑥　静脈内注射

注射法⑦　静脈内注射

受講上の注意 評価方法

筆記試験　100点

使用するテキスト

基礎看護技術Ⅱ（医学書院）

演習

演習

演習

演習

症状・生体機能管理技術④　採血・血糖測定

呼吸・循環を整える技術④　吸引　口腔・鼻腔、気管内吸引

呼吸・循環を整える技術⑤　吸引　口腔・鼻腔、気管内吸引

呼吸・循環を整える技術⑥　酸素療法

呼吸・循環を整える技術⑦　人工呼吸療法、循環促進のケア

創傷管理技術　創傷処置、包帯法

褥瘡予防

与薬の技術①　与薬の基礎知識

与薬の技術②　経口・直腸内与薬法

輸血管理　

症状・生体機能管理技術①　検体検査、生体情報のモニタリング

症状・生体機能管理技術③　採血・血糖測定

呼吸・循環を整える技術③　吸入

事前学習内容

テキストの授業内容に関連する部分を学習しておく

科目全体のねらい

診療に伴う基本的な看護技術を習得し、対象の状態をアセスメントする

教育目標との関連

（3）人間を、身体的・精神的・社会的・スピリチュアルに統合された存在として理解することができる。

（5）看護師としての責務を自覚し、高い倫理観をもって看護を実践することができる。

（6）科学的根拠に基づき、健康状態や生活の場に応じた看護を実践することができる。

科目目標

診療に伴う基本的な看護技術を習得する

授業内容

呼吸・循環を整える技術①　気道管理

呼吸・循環を整える技術②　呼吸法・体位ドレナージ、咳嗽・ハフィング

演習

演習

講義

方法

講師名 鈴木　綾華
岩手県立一関高等看護学院

資格・免許 看護師免許
専任教員

令和8年度　授業計画書（シラバス）

専門分野 2年前期・後期

授業科目名 診療援助技術
1単位

45時間


